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           きょうのふくいん マタイ２５．１～１３ 

みなさんきょうは１１月８日ですので、七五三のしゅくふくがあります。ぜひきてね。 

 

 

そのとき、イエスはでしたちに、このたとえをかたられた。「てんのくには、つぎのようにたとえられる。 

１０にんのおとめがそれぞれともしびをもって、はなむこをむかえにでていく。そのうちの５にんはおろかで、５にんはかしこ

かった。おろかなおとめたちは、ともしびはもっていたが、あぶらのよういをしていなかった。かしこいおとめたちは、それぞ

れのともしびといっしょに、つぼにあぶらをいれてもっていた。ところが、はなむこのくるのがおくれたので、みなねむけがさし

て、ねむりこんでしまった。まよなかに「はなむこだ。むかえにでなさい」とさけぶこえがした。 

そこで、おとめたちはみなおきて、それぞれのともしびをととのえた。おろかなおとめたちは、かしこいおとめたちにいった。

「あぶらをわけてください。わたしたちのともしびはきえそうです。」かしこいおとめたちはこたえた。「わけてあげるほどはあり

ません、それよりみせにいって、じぶんのぶんをかってきなさい。」おろかなおとめたちが、かいにいっているあいだに、はな

むこがとうちゃくして、よういのできている５にんは、はなむこといっしょにこんえんのせきにはいり、とがしめられた。そのご、

ほかのおとめたちがきて、「ごしゅじんさま、ごしゅじんさま、あけてください。」といった。しかし、しゅじんは、「はっきりいって

おく。わたしはおまえたちをしらない」とこたえた。だから、めをさましていなさい。あなたがたは、そのひそのときをしらないの

だから。 

 

 

イエスさまのじだいには、デンキがなかったので、ろうそくではなく「ともしび」(ランプ)にあぶらをいれて、でている「しん」にひをつ

けたら、ながくもつようになっていました、あぶらがきれたら、つぼにはいっているあぶらをくわえるときえないので、よるになるとと

もしびのひかりで、いろんなことをすることができました。 

 

イスラエルのちほうのけっこんしきには、はなむこが、はなよめをむかえにいくとき、１０にんのおとめたちといっしょにいっていた。

１０にんのやくめは、かれらをてらしながらいっしょにそのえんかいにはることでした。このたとえばなしをよみながら、イエスさまは、

わたしたちになにをつたえたかったのでしょうか。５にんのおとめたちはじぶんのやくめをはたすためにちゃんとひつようなあぶらを

よういしていました。しかし、ほかの５にんのおとめたちはともしびのひがきえて、あぶらもないために、はなむこといっしょにいけな

くなって、えんかいにはいることができませんでした。 

 

わたしたちには、かみさまからいちにち、いちにちをいただいています。それが「ともしび」です。わたしたちはじぶんがどれぐらいま

わりのひとのためにひかりとなっているでしょうか。 

あさおきたとき、かみさまからまたこのいちにちをもらって、どのようにその２４じかんをつかうかを、かんがえたことがありますか。 

まいばん、あたえられたそのいちにちを、うまくつかったかどうかふりかえってみましょう。「ともしび」のいみがすこしりかいできまし

たか。 

 

つぎに、「あぶら」は「あいするきもち」ですので、じぶんのためにきょうあたえられた「じかん」をだれかのためになることをすすんで

やる。まわりのひとにしんせつにしてやさしいこえをかける。くるしんでいるひとのためにいのり、じぶんにできることがあればするこ

とを、そのいちにちがうまくじかんをつかったことになります。 

これからは、じぶんがなにができるのか。かんがえてみましょうね。 

 


